
　福島県南相馬市小高区に拠点を置く腕時計メーカー Fukushima 
Watch Company（代表取締役：平岡雅康）は、「Odaka」シリーズに 
Salmon Grey/Persimmon Orange / Grape Purpleの新色3本を追
加し、2025年12月6日より発売開始した。
　Fukushima Watch Companyは、2022年に震災後の福島県南相
馬市小高区で設立された腕時計メーカー。福島が「日本のジュネーブ」
と称される時計産業の拠点となることを目指し、腕時計を通じて福島か
ら世界へ発信し、日本の腕時計産業を盛り上げていく。
　「Odaka」シリーズは、Fukushima Watch Companyの拠点である
福島県南相馬市小高区にインスパイアされた、クラシックなスモールセ
コンドの自動巻き腕時計。価格は各66,000円。
　震災からの復興を経て歩みを続ける南相馬市小高区に根づく文化や
風景、人々の営みを色で表現し、毎日の装いに溶け込む腕時計としてデ
ザインしている。
　Fukushima Watch Companyは、福島の生活の中に潜む色を拾い
上げることで、装う人の記憶とそっと重なる腕時計を生みだしている。
　こうした色彩表現に対し、国内外の愛用者からは「色の魔術師」と評
されることもある。
　華美ではなく、静かな深みと物語性を持つ色調は、日々に自然と溶け
込み、長く寄り添う。

人口ゼロになった街から誕生した腕時計ブランド

　Fukushima Watch Companyが
拠点を構える南相馬市小高（おだか）
区は、福島県南相馬市の南部、太平洋
沿いに位置する、かつて職人の技と豊
かな伝統文化で栄えた城下町だった。
　しかし2011年3月、東日本大震災と
福島第一原発事故の影響により、福
島県内の11市町村の住民が避難を
余儀なくされた。
　小高もそのひとつ。
　以降、およそ6年間、町には誰も住
むことができず、静けさに包まれた無
人の街となった。

　あれから10年以上が経ち、いま、小
高には新たな風が吹いている。
　現在の人口はおよそ3,800人（震災
前の人口は約12,000人）。
　かつてこの地を離れた人々が戻り、
初めてこの地を訪れる人 も々いる。
　それぞれの思いを胸に、希望とたく
ましさ、そして過去への深い敬意を礎と
して、新たな未来をともに築いている。
　小高は再び、時が動き出す場所と
なった。

◆Odaka／Salmon Grey
地域と鮭――小高に根づく“帰還”の物語

　この地域の川
には、長い旅を
終えた鮭がふる
さとへ戻る姿
が、季節の風景
として親しまれ
てきた。
　その静かで力
強い流れを、グ
レーの文字盤に
映し込んでいる。

　震災後、避難区域となった小高にも、少しず
つ人々が帰り、暮らしが再び育まれている。
　「帰る」という行為は、生きる力そのもの。
　海から川へ、遠くからふるさとへ――鮭の遡上と人々の歩みを重ね合わ
せ、希望を帯びたグレーで表現した。
　フォーマルにもカジュアルにも馴染むこの色は、“帰還”の物語を、穏や
かにそして明るく手元に伝える。

◆Odaka／Persimmon Orange
小高の実りを纏うオレンジ。澄んだ艶と温もりで、
日常に前向きなワンアクセント。

　小高区の家々の庭先には、代々大切にさ
れてきた柿の木が多く見受けられる。
　秋に実り、冬には干し柿や柿餅となって食
卓に並ぶ――その営みは、季節の恵みを分か
ち合うコミュニティの文化を形づくってきた。
　その明るさと温もりを、澄んだオレンジの文字盤に込めた。
　Persimmon Orange は、家族やまちの記憶を未来へつなぐ一本。

◆Odaka／Grape Purple
小高をワインの里へ――こやぎファームの挑戦

　南相馬市小高区に広がるぶどう畑。その中
心で新しい挑戦を続けているのが、元酪農家
の三本松貴志さん（こやぎファーム）。
　震災と原発事故により酪農を断念し、家族と
避難生活を送った三本松さん。しかし故郷への
思いは途切れることなく、「この土地で再び生きる
道をつくりたい」と、ワインづくりへの挑戦を決意。
　近隣のワイン農園で経験を積み、2019年に
小高へ戻ってぶどう栽培をスタート。かつて牛
舎だった場所を開墾し、地域名に由来する「こ
やぎファーム」を立ち上げた。
　現在は4ヘクタールの畑で約7種類・7000本

のぶどうを栽
培 。ボラン
ティアにも支
えられ、地域
を代表する
新しい風景と
なっている。
　2021年に初出荷、2024年には
希少な赤のスパークリングワインに
も挑戦した。
　三本松さんが目指しているのは、
「地元に根付くワインづくり」。
　地元で獲れたホッキ貝の貝殻を肥
料として再利用するなど、地域の資源
を生かしながら、土地の恵みをそのま
ま味わえるワインを追求している。
　「地元の人に愛されるワインをつくりたい」。
　その想いを胸に、失われた土地から未来を育てるこやぎファーム。
　そこで実る一粒一粒は、小高の再生と希望を象徴している。
　Odaka / Grape Purpleは、この農園で生まれている“再生と挑戦の
色”を宿し、まちに流れる時間を、手元にそっと宿す一本。

取扱店：全国取扱店舗/Fukushima Watch Company公式オンラインストア
https://fukushima-watch.com/shop-list/
https://fukushima-watch.shop/

腕時計を通してパレスチナや
ウクライナを支援
売上の全額を寄付

　社会貢献を重要な企
業理念と位置づけている
Fukushima Watch -
Companyは、2024年

11月に人道支援活動の一環としてパレスチナ
チャリティモデルの腕時計を10本限定で発売
し、同製品本体売上の全額（販売手数料を引
いた全額）をパレスチナへ寄付したのをはじめ、
震災南相馬と長く深い親交の続くウクライナへ
のチャリティモデルの腕時計を発売し、全額を
ウクライナへ寄付するなど支援を続けている。

株式会社 Fukushima Watch Company

　Fukushima Watch Company代表の平岡氏は、長年にわたり時計
業界での経験を積み、国産の機械式時計ブランドを設立。2019年3月
に世界最大の腕時計見本市「バーゼルワールド」に出展し、世界各国
からディーラーやメディアが商談・取材に訪れ、取り上げられた。
　東日本大震災のボランティアで関わっていた福島に魅了され、福島を
　日本のジュネーブ（＝腕時計産業が盛んな町）にすることを目指し、埼
玉から南相馬市へ移住。Fukushima Watch Companyを設立した。
　腕時計を通じて、様々な情報を福島から世界へ発信し、日本の腕時計
産業を盛り上げていく。

会社名：株式会社Fukushima Watch Company（フクシマウォッチカンパニー）
代表者：代表取締役 平岡雅康
設立：2022年11月
所在地：〒979-2162 福島県南相馬市小高区飯崎字南原101-8

福島南相馬で生まれた腕時計ブランド
「Odaka」シリーズに新色3本を追加
̶地域の原風景に新しい挑戦のぶどう畑をテーマに、再生の願いを込める̶

現在の小高区のまちの様子。いまは新しい
カフェや本屋、酒蔵が並び始めている

既存の「Odaka」シリーズ：左からSeaweed 
black・Blueberry blue・Broccoli green・
Chestnut brown・Chili pepper red
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